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序文

奄芙大島地区の埋蔵文化財については，‘これまでも昭和30年の九学会連合俺芙大島共同

調査委員会による遺跡分布調査等各種調査が行われてきていますが，現在，同地区におい

ては，奄芙群島振興開発計画に悲づき交通基舟闘整備事業や農業某盤整備事業等諸開発事業

が急速に進められており，埋蔵文化財の保存と開発事業との調整を図るうえで，より汀糸Ill

な埋蔵文化財の分布状況の把捏が必要となってきている。

このため，鹿児島県教育委員会では，昭和62年度から 4年計画で奄美地区全域の坪蔵文

化財調査を行うこととし，初年度は犬田布貝塚，面縄貝塚筈菫要な遺跡の所在する徳之島

地区について実施したところである。

本囀、は，この分布調査の結果をとりまとめたものであり，この地域の文化財保護のため

に各般にわたって活用していただければ幸いである。

終わりに，この調査に御協力をいただいた関係町教育委員会並びに関係者に深く感謝す

るところである。

平成元年 3月

鹿児島県教育委員会

教育長 濱里忠宣



例 言

本報告書は，昭和62年度に実施した奄美地区埋蔵文化

財分布調査の報告書である。

2
 
本年度は徳之島を調査対象地区とし，

実施した。

一部試掘調査も

3
 
本書で用いた遺跡の番号は，昭和59年度に作成した「鹿

児島県市町村別遺跡地名表」に準拠し，新たに確認され

た遺跡の番号は以前より確認されている遺跡の番号に続

けて付けたものである。

4
 
本書に用いた遺物番号は，

版の番号と一致する。

5

6

 

通し番号を付し，

本書に用いたレベル数値は，

挿図．閃

全て海抜絶対高である。

遺構・遺物の実測，製図，与莫撮影は中村・東が分担

して行った。また，天城町内の遺物の一部については，

熊本大学考古学研究室の許可を得て，熊本大学考古学研

究室報告19「玉城遺跡」の中より転載した。

7
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石器の石材鑑定は， 文化課の旭慶男が行った。

本書の執筆分担はつぎのとおりであり，編集は中村・

東が行った。

第I章 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 東

第II章 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 東

第m章 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中村
第W章..............................束
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第 I章 調査の経過

第1節 調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会は，奄芙群島振興開発地域について，開発計画の施行前に埋蔵文化財の

精密な分布調査を実施し，埋蔵文化財保護と開発事業との調整のための資料を得ることを目的

として，昭和62年度から平成 2年度までの予定で，奄美地区 l市13町村の埋蔵文化財分布調査

を計画した。

調査にあたっては，文化庁全国遺跡分布調査要項（庁保記94号 昭和46年 4月228) に準拠

し，埋蔵文化財を中心に悉皆調査を行い，必要に応じて試掘調査を実施した。

昭和62年度は，大規模な国営畑かん事業が計画されている徳之島地区を対象にして，昭和63

年 2月22日から同年 3月10日まで分布調査を実施した。

第2節調査の組織

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教 コ自 長 泊里忠直

調査責任者 鹿児島県教育庁文化課 課 長 吉井浩一

調査企画担当者 ,, 課長補佐 川畑栄造（昭和62年度）

ク 課長補佐 奥閲義則（昭和63年度）

,, 主 幹 森田 齊（昭和62年度）

// 主 幹 立園多賀生（昭和63年度）

ケ 主任文化財研究員

兼埋蔵文化財係長 立園多賀生（昭和62年度）

// 文化財研究員兼

埋蔵文化財係長 吉元正寺（昭和63年度）

調査担当者 ,, 主 旦木 中村耕治

，， 主 事 東 和幸

調査事務担当者 ,, 企画助成係長 浜松 厳（昭和62年度）

，， 企画助成係長 京田秀允（昭和63年度）

ケ 主 査 求田 秀允（昭和62年度）

，， 主 旦禾 平山 章（昭和63年度）

,, 主 事 JI I畑由紀子（昭和62年度）

,, 主 事 末永郁代（昭和63年度）

なお，調査にあたっては，徳之島町，天城町，伊仙町の各教育委員会及び九州農政局徳之島

開拓建設事業所，鹿児島県大島支／『徳之島上地改良出張所の協力を得た。また，伊仙町文化財

保護審議会委員 義憲和氏，徳之島町文化財保護審議会委員 徳富重成氏，同 町田進氏，伊

仙町 四本延宏氏の協力を得た。
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第3節調査の経過

調査の経過は， 日誌抄により以下述べる。

2月22日（月） 晴 九州農政局徳之島開拓建設事業所にて調査概要の説明とその打ち合せ。天

城町教育委員会にて打ち合せ。

2月23日凶 曇 徳之島町教育委員会にて打ち合せ。徳之島町神之嶺地区の調査。伊仙町教

雨 育委員会にて打ち合せ。

2月24日（水） 曇 天城町全域の調査。

＇｀ 

2月25EJ (木） 長 国営徳之島土地改良事業区域内の調査。井之川地区，母間第二地区，母間

雨 地区，花徳地区，手々地区，松原地区，西阿木名地区の調査。

晴

2月26日（金） 晴 亀津地区，手々地区，松原地区の調査。

2月27日(u雨 徳之島町神之嶺地区の調査。伊仙町全域の調査。

2月28日（日） 雨 徳之島町井之川地区，手々地区の調査。

2月29日（月） 由 ナーデン当遺跡の発掘調査開始。第 1トレンチの発掘。

3月1日(:)() 雨 第 1トレンチのピノト群の検出。第 2トレンチ，第 3トレンチの発掘。

3月2日（水） 雨 第4トレンチの発掘， トレンチ／吉］辺の平板実測。午後から遺物の水洗い。

3月3日（木） 雨 トレンチ凋辺の平板実測。第 4トレンチ II層の掘り下げ。午後から遺物の

水洗い。
-

3月7日（月） 曇 鹿児島県大島支庁徳之島土地改良出張所にて調査概要の説明とその打ち合

せ。第二天城南部地区，天城北部地区の調査。

3月8日（火） 晴 第4トレンチの完掘。各トレンチの平面及び断面の実測。埋め戻し作業。

3月9日（水） 旱毎 発掘用具返却。遺物の輸送。伊仙町馬根地区，喜念地区の調査。

3月10日（木） 晴 九州農政局徳之島開拓建設事業所へ事業区域内遺物散布地の分布状況につ

いて説明。
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第 1[ 章 徳之島の位置及び環境

第1節徳之島の位置及び環境

南西諸島は，北は種子島から南は南台湾まで，およそ1300kmの海上に花採状に 100あまりの

島々が続いている。徳之島は，この南西諸島の中央やや北よりにあり，北緯27度40分から27度

53分，東経128度53分から129度 3分の間に位醤する。距離は，鹿児島の南南西468kmにあり，奄

美大島から139km, 沖永良部島から65km, 沖縄から200kmの距離にある。島の大ぎさは南北約26

km, 南西の幅は南半で約15km, 周囲84.1km, 面積248.llm'のやや北方へせまくなっている島で

ある。

徳之島の地形は，標高 200m付近を境として，山地と

段丘発達地に大別される。山岳としては，北から南へ天

城岳(533m),三方通岳(496m), 芙名田山 (437.7m), 井

之川岳 (664.8m), 丹髪山 (433m), 剥岳 (382.3m),

犬田布岳 (417.4m)を主峰とするが，特に井之川岳を主

峰とする山脈が中央を南北に走り島を両断している。

この中央の山地を取り巻くように，海岸に伺かって緩

やかに傾斜した段丘が広がり，島の東南から南部西南に

かけて隆起珊瑚礁が発達し，広大な海岸段丘を形成して

いる。隆起珊瑚礁より生成が古いので，琉球石灰岩と呼

ばれ， 19いところでは 100メートルを越えていると言わ

れている。この琉球石灰岩の表面は国東礫層と呼ばれる

うすい砂礫や粘土に覆われている。海岸線は天城町の南

部から伊仙町にかけて，島の西岸がほとんど20mから100

mほどの断崖で海に落ち込んでいるのに対し，島の東岸

はほとんど全面になだらかな隆起珊瑚が発達している。

気候は亜熱帯性の海洋気候で，年間を通じ平均気温は

15-29度と温暖であるが，冬には季節風が強い。降水址

は，年間2000mm程度であるが，山間部では平地と比べて

多少多い。また，まれには干ばつがあり，長期に及ぶ場

合は農作物に被杏を及ばすこともある 3 台風銀座と言わ

れるように，台風があると南西諸島は，その転向線に並

んでいるので，家屋や農作物に大きな災害をもたらすこ

とが多い。

j‘" 

（注）各町誌より抜粋 第2図 徳之島の位置図
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第2節 これまでの研究

「日本人はどこから来たか」という誰しもが興味を抱く問題を考える場合，通過地点をさか

のぼることによって，日本人の源流にたどり若くのが最も端的な方法であると言われている。

南西諸島の一つである徳之島は，九州• 本州とユーラシア大陸との「架け橋」として位憧づけら

れ，いち早く中央の考古学会から注目されるに至った。昭和 3年，面縄貝塚が発見されると，

中央の考古学者が次々に来島し，本格的な発掘調査が行われ，その成果は学会誌にも発表され

た。伊仙町喜念にある喜念原始慕もその一つである。南島の先史時代を語る場合，徳之島は避

けてとおることがでぎない重要な地点である。

考古学では，文字として残されていない時代の年代や文化のまとまり等を，最初に発見され

た遺跡の名前を付した士岱型式名で表すのが慣習となっている。このような標式遺跡となって

いる遺跡が徳之島には多くある。弥生時代前期に位置づけられる喜念式土器は喜念貝塚による

ものであり，開元通宝を伴う1列が増えている兼久式土器は，面縄第 3貝塚で初めて明らかにな

ったものである。また，永年発掘調査が行われている面縄第 4貝塚は，面縄東洞式・面縄西洞

式・面縄前庭式などの土料型式の標式遺跡となっている。

全国遺跡分布調査により， きわめて重要な遺跡として位置づけられた遺跡について文化庁の

補助を得て実施される重要遺跡確認調査が，伊仙町では 3箇所の遺跡について行われている。

このことは，徳之島に所在する遺跡は日本の文化を解明する上で，極めて重要な情報を提供す

る遺跡であると位閥づけられたことにほかならないのである。面縄貝塚，犬田布貝塚， ヨヲキ

洞穴のいずれも多くの貴璽な資料が得られ，新たな成果が報告されている。

しかし，数々の発掘調査にもかかわらず，全国に影響を及ぼすほど南島の考古学研究が進ん

でいないのは，地層が薄く層序関係が捉えにくいため，遺物の新旧関係を確定することが極め

て難しいことによるものと考えられる。南西諸島に一般的に流布している須恵料に類似した土

賠についても，永い間，その位置づけや内容が不明であったが，昭和59年カムイヤキ窯跡群が

調査されたことにより，用途によって異なる辟種の構成が明らかとなった。出土遺物について

は，熱残留磁気測定と放射性炭素測定の科学的方法による調査結果から，つくられた年代が明

らかにされ，南島全体の遺跡やグスクの研究に大ぎく寄与することとなった。この重要な遺跡

の発見のきっかけをつくったのは地元の熱心な研究者達であった。

開発に伴う発掘調査が多い中で，熊本大学文学部考古学研究室は 2回にわたって天城町内の

遺跡の学術調査をしている。昭和60年に調査された玉城遺跡では，遺構は民俗学のほうから，

遺物は地学と製錬工学のほうからと，多分野の総合的な研究がなされており，本年度実施され

た路原遺跡の発掘調査の成果についても大いに期待されているところである。

徳之島には埋蔵文化財のほかに，地上に残っている文化遺産も多くある。近年までなされて

いた風葬墓の風習は，古くは喜念原始墓にみられるように弥生時代までその起源をさかのぼる

ことができ，形質人類学や共同体の研究などにとっては貴咀な資料である。また，線刻画や悲

域，鍛冶跡など，民俗誌的な場所についても今後目を向けていく必要があろう。
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第皿章 各町管内の遺跡

第1節徳之島町管内の遺跡

徳之島町においては， これまでに19箇所の遺跡が知られていた。その中でもナーデン当遺跡

・神之嶺アナダ（シキマント）遺跡は近年確認された重要な遺跡である。今［口］の調査は，国営

の徳之島開拓建設事業f定地区を重点的に行い，あわせて徳之島町文化財煤護審議会委員の町

田進氏より御教示をいただいた遺跡の調査も行った。その結果，新たに13箇所の遺跡が確認さ

れた。また，内陸部にある数少ない遺跡である

ナーデン当遺跡の確認調査も実施した。以下，

新たに確認された遺跡の概要について述べる。

神之嶺アナダ遺跡（神之嶺アナダ） (91-7) 

神之嶺アナダ遺跡は，太平洋に面する標高約

20mの台地上にある広範囲に及ぶ遺跡である。

遺跡のうちで水路工事の最中に住居跡と思われ

る落ち込みが確認され，その部分はシキマント

遺跡とよばれている。 1は今[ri]の調査で採隼し

た磨製石斧で刃部を欠損しているものである。

神田 1遺跡（手々神田） (91-17) 

口
0 5cm 
I一 I I I 7一1

第 3図 神之嶺アナダ遺跡採集遺物

手々集落の南側の標高約30mの台地いこある遺跡で，土器片・黒耀石片が採集された。この

遺跡から採集された黒耀石は，西北九州産のものと考えられる。

神田2遺跡（手々神田） (91-18) 

神田 l遺跡よりやや南に位置する遺跡で，土器の小片が採隼された。

山田遺跡（手々山田） (91-19) 

神田 1・2遺跡よりさらに南側の標高約30mの台地卜．にあり，東西に川がながれている。上

謡片• 青磁片・カムイヤキ産と思われる陶質士器片・チャート片・伝鏃等が採躾された。 2. 

3はカムイヤキ産と思われる陶質十器である。 3は外面にヘラ描ぎ波状文，内面に格子目叩ぎ

―呂..〗

塵□靡俎1't-.,＄、 ' 。ヽ:氾□ ~o I 5 ゜
5cm <v I I I 

5cm 

I 
4 

第4図 山田遺跡採集遺物
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が施されている。 4は青磁である。 5はチャート製の石鏃で一部を欠損しているものである。

徳之島においては，天城町塔原遺跡についで 2例目の石鏃である。
オオハイダ

大配田遺跡（手々大酉じ田） (91-20) 

手々見落の西方の標高約10m の台地上に位置する遺跡で‘，土器片• 青磁片・チャート片等が

採見された。

カンゲザク遺跡（手々カンゲサク） (91-21) 

大配田遺跡の南方の標高約50mの台地上にあり，やや原手の土器片が採集された。

トビヤ遺跡（金見トビヤ） (91-22) 

金見崎の南方の太平洋に面した砂丘卜」こ位岡する遺跡で，町田進氏により発見された遺跡で‘

ある。 7と8はやや肥／厚する口縁部である。 6は細目の沈線文が施され，内面には条痕が認め

られるものである。 9は胴部に突帯を巡らされたものである。

6
 

門
月
日
い ▽ ~V~,-0 

> 。ニ C」 jcm 

第 5図 トビヤ遺跡採集遺物

ハンタ遺跡（花徳ハンタ） (91-23) 

上花徳集落と花徳集落の中間に位潰する標麻約50mの台地上にある遺跡で，町田進氏により

発見されたものである。

田志喜志遺跡（母間田志喜志• 西田志喜志） (91-24) 

麦田川の南に位置する標高約60mの台地上にあり，青磁・染付等が採集された。

トビラ遺跡（井之川トビラ） (91-27) 

井之川集落の南方にあり，太平洋に面した砂丘上に位渥する遺跡で土沿の小片が採梵された。

町田進氏により発見された遺跡である。

カンジャエ鍛冶跡（亀徳カンジャエ） (91-28) 

亀徳小学校の東側で尾徳川の沖Jnに近い岩陰にある鍛冶跡で，現在でも石製の闘羽[1が残っ

ている。カンジャエとは徳之島の言葉で鍛冶という意味である。
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第 1表徳之島町遺跡地名表

番「'・1, 遺 跡 名 所 在 地 地形 時代 遺物等 備 考

91-1 本 Ill 遺 跨 侑津本）117041 台地 縄文 石器•土料 土地所有者 府城藤武
~ 一 ~ ー--

2 奥名 Ill 遺跡 奥名Ill(J貞6283 平地 縄文 石器・土器
ド久志

土地所有者 林峯111

3 fl¥津南貝塚 態茸塔原4597 台地 縄文 UH石斧7個） 亀津小学校保作{i 
発見者松11」梵

4 芙み上 代 頓 1ざlん1 態jl:3357 丘陵 縄文 石器 衛ボ見小者治校仲保存
発 タルカネ

5坂 J-し-- 貝 塚 剛徳2087 平地 縄文 石料
態市小学校保存
発兄者坂尼虎雄

渭田中代 標裔 石器（石サシ• 石斧） 発見者及ひ保存者町田進
ナキタ207

6 ナーデン当遺跨 ,, 165-11 180 m 縄文 無文土器
,, 165-24 
,, 165-98 [[J 中 t屈 (t笛） 土地所打者 -:;,; J: 博良

神之協アナダ146 台地 縄文 価文上器破片 t地所打者布光秀
保存者前Al長英

7神之領アナダ遺跨 神之蘭アナダ150 台地 縄文 ,, 石斧 土地所有者恵茂良

神之嶺アナダ151 台地 縄文 ,, 石斧 t地所有者 村田元良

s k 当 遺 跡 閏間反1118040 平地 縄文 石器（石斧） 保存者大Ill久男

9 グスィクハテ遺跡 t花徳1740 台地 縄文 石四・土器破片 部落の上者方 広沢‘科武
t: 地所有

10 財 遺 跡 I土1434-63 台地 縄文 石器・土器破片 土地所布者林憫重

11 手 々 遺 膀 手々 3203 平地 縄文 石器・土器破片 ＇土地所有校者 榊原繁I心
手々小学保存

12 夜兼久貝塚 削徳夜兼久 砂浜 土器片

13 ,'ぃ,' , 城 ii」 花徳宮城 丘陵 歴史

14 神之協城跡 神之惰アギマス 斤隧 rrf 史 サ1J称 カンニャウシシキャグ
スク・ウノシキャデラ

15 薮 地 跡 化徳用
丘駿 麻史 別称 佐秋車安神元社屋敷平地

16 ヤ 卜 城 枕 手々 丘賤 1が史 別称掟大八廿
平地

17 神 甘l ］ 手々 神用 台地 縄文 黒耀石，士器片 昭和62年度分布調査

18 神 田 2 手々 神田 台地 石鏃・土器片 昭和62年度分布調査・

19 山 廿l 手々 山田 台地 縄文 石鏃・上器片 昭和62年度分布謁査

20 大 虻 m 手々 大利m 台地 土器片・昏磁 賠和62年度分布調査

21 カンゲザク 手々 カンゲザク 砂丘 t. 器片 賠和62年度分布調査
..... .. 

22 卜 ビ ャ［金見トヒヤ 砂丘 縄文 土器・石器
昭和62氏年度分布調査
町用進情報提供

23 }¥ ン タiI 花徳ハンタ 台地 土料片
賠和62年度分布謳査
町田進氏情報堤供

24 田 ふ 克" 心，！母間 Ill 芯喜，し、• 西Ill志喜志 台地 1ri 史 青磁・染付 昭和62年度分布調査

25 巾 印 悼 /;J: 間中相原 台地 t器片 農政関係分布調査

26 ;:;: 咸母間宮城 台地 土器 農政問係分布調査

27 ト ビ ラ 井之川トビラ 砂斤 土器片 町1l3進氏情報提供

28 カンンヤエ 観徳カンジャエ 岩陰 粁史 羽 n カゾ跡
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第2節 天城町管内の遺跡

天城町内における遺跡の分布状況は， 1985年発行の鹿児島県市町村別遺跡地名表では大城跡

・大和城跡・ -f.城跡の 3箇所が記載されているが，鹿児島大学の上村俊雄氏は同年 3月発行の

「南日本文化第17号」 『徳之島の先史時代』で新たに千間遺跡・塔原遺跡等 7遺跡を紹介され

た。この他， 1985年には能本大学文学部考古学研究室により玉城遺跡の発掘調査が実施された

が，この調査と併行して分布調査も行われ，あらたに数箇所の遺跡が発見された。その後，鹿

児島県文化課による分布調査でも，鬼入塔遺跡等が確認されている。以下概要を述べる。
フーグスク

大城跡（松原字大城山） (92-1) 

徳之島町との境界をなす大城山の項上付近にあり，馬蹄形の平坦面と士塁状の施設及び平坦

面を取り囲む石垣状の石積み等がある。
ヤマトグスク カ／ナミチ

大和城跡（天城字上名道） (92-'--2) 

大和城山のT頁上付近にあったとされているが，項上付近は第 2次世界大戦時に高射砲陣地が

構槃されたため，地形が変形して，旧地形は残されていない。
タマクスク マゼナ

玉城跡（天城字真瀬名） (92-3) 

玉城遺跡については，熊本大学考古学研究室の活動報告19「玉城遺跡」において詳しく報告

されているのでここでは略述する。熊本大学の調査では 4組の遺構が確認され，遺物もカムイ

ヤキ窯系の陶片を中心に白磁• 青磁・陶器・染付．士器片等が出士し，その年代も13-14世紀

の可能性が大ぎいことが指摘されている。

オガミヤマ遺跡（岡前オガミヤマ） (92~10) 

標高約30mの独立丘陵上にある遺跡で一部は削り取られている。その壁断面において遺物包

含層が確認され，青磁片等が認められる。
マトウ

馬塔遺跡（岡前鳥塔） (92-5) 

中）iiの北にある標高約 5mの砂丘上に位鷹する遺跡で，地表下約2mの赤土層が遺物包合層

と考えられる。上器には兼久式に相当するものがふくまれている。

L1 

第6図 馬塔遺跡採集遺物（熊本大学報告より）

戸ノ木遺跡（岡前戸ノ木） (92-8) 

浅間の西側の海岸近くの標高約 5mの砂丘にある遺跡であるが，砂採取や耕地整理・天地返

し等により相当の破壊を受けている。遺物は兼久式士料を中心に採鮨されている。
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第7図 戸ノ木遺跡採集遺物（熊本大学報告より）

大久保遺跡（天城大久保） (92-13) 

平上野港より北へ約1000m, 湾犀）iiの南の標高約10mの台地上にある遺跡で，広範囲に及ぶっ

採集されている遺物は，押引文の施された土器片とカムイヤキ窯産と思われる陶器片，石器

（石斧・すり石・凹石）等がみられる。

戸平'@?~ 鯰→り耐叩
31 " 

32 

疇
33 電璽I34 

゜第8図 大久保遺跡採集遺物（熊本大学報告より）

10cm 

ヘト‘ノパル

平土野原遺跡（天城平士野原） (92-14) 

平士野港の東方で天城小学校の西側に位懺する標高約30

mの台地上にある遺跡で，上器の小片が採集された。 35は

ヘラ描きの細い沈線文を施すもので縄文時代と考えられる。

塔原遺跡（兼久塔原） (92-15) 
第9図 平土野原遺跡採集遺物

千間遺跡より約 500m南の西海岸に面した標高約80mの台地上に位置する遺跡である。かな

り以前から知られていた遺跡で，広範囲にわたって遺物の散布が認められた。本遺跡を発見し

~~ 且三cm
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遺物の採集を続けている農業・向井一椎氏の採集資料には黒耀石片や・黒燿石製の石鏃も含ま

れている。遺物については，熊本大学考古学研究室活動報告「玉城遺跡」により紹介されてい

るので転載する。当遺跡の土器の大半は沖縄で出土するカヤウチバンタ系の土器に類似すると

報告されている。また，昭和63年7月には能本大学により調査が実施され，住居跡も確認され
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ナヘクポ

鍋窪遺跡（兼久鍋窪） (92-16) 

塔原遺跡より南へ約500m 

離れた海岸沿いの急峻な崖の

1: に位置し，千間遺跡と谷を

挟んで対峙している。遺物は

伍諾・土器が採集されている

54は口縁部でやや肥原する。
物遺集採跡

刀
/
~

.• 

54
図ーー第

二こ
o
t
 

55 

二cm

55は底部である。 56は石斧， 57は敲石で上下に敲打痕が顕著に認められる。

9'― 
＇ 

彎

ロ 瓢5 7 
56 一し 10cm 

I 

第12図 鍋窪遺跡採集遺物（熊本大学報告より）

センマ

千間遺跡（大津川千間） (92-17) 

徳之島の西海岸に位置する千間海岸を臨む標高約70mの隆起石灰岩の台地上にある遺跡で，

かなり以前から知られていた遺跡である。遺物は土器片• 石器が多く採集されており，上村氏

および能本大学により紹介されている。本報告では熊本大学の了解を得て資料を転載する。遺

物についての詳細な説明は報告書にあるので，ここでは簡単に紹介するにとどめるが， 58・60

-681よ面縄東洞式に， 80-82は嘉徳I式に， 83は嘉徳II式にあたるとされている。また， 84は

南九州の縄文時代中期末～後期前半の阿高式士器との関連性も考えさせられるものと言われて

いる。

旦麟，［剛鬱冒
t;,;, 60 』 6』町
叫羞騎〗魯}~ミ,]雪

10cm 68 

第13図 千間遺跡採集遺物（熊本大学報告より）
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第14図 千間遺跡採集遺物（熊本大学報告より）

ナガサオ

長竿遺跡（瀬滝長竿） (92-18) 

県営上地改良事業「天城南部地区」計画地内で発見された遺跡である。千間海岸を見下ろ

す標高約80mの台地上にある。 95はカムイヤキ窯産と思われる陶質士沿で外面にはヘラ記号状

の沈線が見られる。 96は凹石である。側而には敲打痕が卯著に認められる。

0 5cm 

I I I I I 1 ＇必

□ ~= 
第15図 長竿遺跡採集遺物
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第2表天城町遺跡地名表

番片 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 窄 備 考

92~I 大 城 枕 松原大城山 111 頂 1が史

2 k tll 城跡 尺城 t名道 山 ff! 1が史

3 f 城 跡 天城真瀬名 丘陸 1が史 磁器・カムイヤキ産陶片士料 昭fll59年能本大学調育

4 アガリン竿 松原アガリン竿 台地 1が史 料石悶7イゴ羽11 正確な位討しついてぱ未確定

5馬 塔 岡前＇位塔 砂斤 縄文・ 弥生 上器lj・.石悩

6尼志理廿lIll浪部 砂丘 t. 料片

7オカゼン 淵 削.. 砂 fr 士料片

8 ri ノ 木岡前戸／木 砂丘 弥生 土謡片（兼久式）

9 Jt皿; 浜 岡前塩浜 砂丘 土僻片

10 オガミヤマ 岡前オカミヤマ 独Iゲ．丘駿 If,* 史 青磁・土器片
.. --- ..... - -

11 中尾宮塔 岡前中！ぶ向塔 台地 1が史 磁器・陶器）; 昭和63年文化諜湖査

12 蒐 入 塔 戊間鬼入塔 台地 1が史 青磁・白磁・女付 昭和63年文化課凋査

13 大 久 保 天城大久保 台地 縄文-lf,ic史 士器・カムイヤキ沖肱J!'lL器

14 平!: 野原 平土野平L野原 台地 縄文 土料片

15 塔 原 兼久塔匝 台地 縄文 士器・石器 賠相63年能本大学調杏

16 鍋 窪 兼久禍罪 台地 縄文 t昌・石器

17 千 間 大津Ill千間 台地 縄文 土器・右鏃

18 長 干"' 瀬滝長竿 台地 ,r,• 史 磁僻.[LI]石 昭相63年文化課調査

19 利秋神線刻料 雇愉秋利神

20 西圃木名線刻礫 西岡木名

21 西阿木名 西阿木名 「炉史 完形壺 大用1ti血畢内井博物館蔵

第3節伊仙町管内の遺跡

伊仙町は，昭和の初期に面縄貝塚の発見・調査が行われるなど，南島においては早い段階で

考古学のメスが入れられた所である。その後も喜念原始墓の調査・九学会連合会の調査・河口

貞徳氏・南日本文化研究会・鹿児島大学の調査等多くの人々による調査が実施されている。ま

た，伊仙町内においても義憲和氏・四本延宏氏等が精力的に分布調査を行っており，カムイヤ

キ古窯址群のような画期的な発見もある。

近年においては，昭和57年・ 59年の面縄貝塚の重要遺跡確認調査を皮切りに犬田布貝塚・カ

ムイヤキ古窯址群・ ヨヲキ洞穴・喜念原始臨と相次いで発掘調査が実施され，豊富な情報が得

られた。

昭和59年度鹿児島県教育委員会発行の「鹿児島県市町村別遺跡地名表」によると伊仙町内の

遺跡は45箇所あるが，今[ujの調査で新たに 2箇所の遺跡を確認した。また，その後の農政関係

-15-



の分布調査で2遺跡が確認され，ヨヲキ洞穴の調査において発見されたヤナギダ古窯址を合わ

せると 5遺跡が増えたことになる。以下，遺跡の概要を述べる。
ホンガワ

本川遺跡（喜念） (93-6) 

本川遺跡は，徳之島町との境をなす本川の

河n近くの標高約50mの台地上にある遺跡で

ある。 97は台石を用いた両極技法による石核

である。上下両端からの剥離面が見られる。

b面に石核調整剥離が施されている。石材は

チャート。 98は当時伊仙町歴史資料館勤務の

四本延宏氏が採集した土器で，ヨヲキ洞穴の

報苦書で紹介されたものである。孔房状の底

部からゆるやかにふくらむ胴部となり，頸部

でしまり r1縁部は外反する器形を呈する。内

外面共に条痕が認められ，口繰部には刺突連

点文，胴部上位には 3条の連点文を斜位に施

すもので，縄文時代のものと考えられる。

二

~ 

b;97 ot
 

5 cm 

第16図本川遺跡採集遺物

e -r;, 99 
0 3cm 

I I I I 

~ ]
 

ロ戸〇
w
1
0
0
 O 10cm 

I I I I I I 

第17図 本川遺跡採集遺物

ミンツキ集落跡（伊仙ミンツキ） (93-23) 

ミンソキ集落跡は，徳之島農業高校の北方，標高約70mの平地にある遺跡でカムイヤキ産と

思われる陶質土器• 青磁・白磁・染付等多量の遺物が採集されている。 101は青磁。 102は染付

で見込みに五弁花文；外面に松葉文がみられる。

-16-



ヤナギダ古窯址（阿三ヤナキダ） (93-46) 

ヤナギダ古窯址は． ヨヲキ

洞穴の調査において発見され

た遺跡で，標高約 160mの傾

斜地にあり， ヨヲキ洞穴，カ

ムイヤキ古窯址群と隣接した

位閤関係にある。周辺の確認

調査では， 6箇所のI天原と 1

箇所の焼士らしい痕跡が発見

されている。採隼された遺物

は，カムイヤキ古窯址群のも

o
t
 

『cm~ 
第18図 ミンツキ集落跡採集遺物

のと区別がつけられないほど類似しており，当時この＾帯において大がかりな陶質土岱の生産

が行われていたものと考えられる。

三 103([cc三髯忍盃[!ぢ．ア ~e;.~ ぶ
, •. ペ這均.:、こ

吋~ ·.~ 

戸｀心,~~.}'〗：；ヽ賢fl~? ,J~~; 言］
,',c, 107 

.. ,.,、
' .: にぷ.・ ; '':: や:1/1 08 

105戸戸青孟万

ぷ塁：誓；べ 已三□じ雪〗、:,U三二゜
第19図 ヤナギダ古窯址採集遺物

ネーマ

中山神社遺跡（中山） (93 48) 

中山神社遺跡は，伊仙町文化財保護審議会委員の義憲和氏により発見された遺跡である。遺

跡の一部は削平されているが，カムイヤキ産と思われる陶質士器が採墾された。

棄〗

o
t
 

5cm 

j 

ty 
第20図 中山神社遺跡採集遺物

アジフー B遺跡（犬田布） (93-50) 

アジフー遺跡は明眼の森の南方の標高約 120mの台地上にあり，肯磁片・チャート片が採集

された。
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第3表伊仙町遺跡地名表

番号 遺 跡 名 所 在 地 他形 時代 遺 物 等 備 考

93-1 上成 Ill遺跡 糸木名上成川 丘陸 縄文 チャート 表採

2喜念貝塚 喜念兼久
悔浜
弥縄文生（（後後）） 

縄文式士器，貝符，貝器，宇徊上層 1936年年人類学16
砂丘 式土器 1976 南文研9号

丘膀地 爪形文土器，剌突文土器，土器，石 1984年発掘1978年
3 面縄第 4貝塚 面縄兼久パル661番 さんご礁 縄文

（後） 器 伊仙町誌， 1959年九学会報告書

4犬日布貝塚 犬柑布連木芋
谷状地
弥生（前） 面縄西ii,]式，器石，器，器宇宿上層

式，貝 1983年発掘
さんご礁 器沈線文士 献 1984年伊仙町埋文報告書Il

5ヨヲキ洞窟 阿三ヨヲキ
さんご礁
弥生 爪形文，宇宿上層，石器，須恵器 表採

崖

6本 Iii 遺跡 克ロ ，^ 0、 丘陸 弥生（前） 士器，弥生式土器，石器 表採
-

沖積地
7下板割遺跡 伊仙下板割 畑地

弥生 弥生式上器，石器 表採

8瀬田海遺跡 伊仙
沖積地
弥生 弥生式土器，石器，且袷 表採

罪

沖積地
9犬田布記念碑遺跡 犬円布 畑地

弥生 土器，石器 表採

10佐弁貝塚 佐弁ミヤドバル
悔浜 弥生(j免） 弥生式士器，石器（すり石） 表採1978年伊仙町誌
砂丘

11東浜且塚 東面縄
海浜 弥生（後） 弥生式士器，石器 表採1978年1母仙町誌
砂丘

12喜念上原遺跡 喜念k泉袋 丘陸 弥生（後） 弥生式士器，証紋士器，石器 表採

13喜念原始墓 喜念ミズノーイ 斤陵 弥生（後） 弥生人骨，士器，貝塚
1978年伊仙町誌， 1935年京大＿ー：．宅
ドルメン第四の六

14面縄第 3貝塚 面縄兼久パル
さんご礁
弥生（後） 兼久式士器，石器，貝塚

1956年年九学会報告書
丘陸 1984 発掘

15アマングスク 木の香 谷状地 弥生 弥生式土器 1984年中世城館報告，表採

16 ア ジプー 伊仙犬田布
沖積地 弥生～中世 弥生式士器須應器，青磁 表採
畑地

17 面縄按日城跡 両縄ウガン 丘陵 中批 須恵器，胄磁 表採， 1984年中世城館報告

18 カム1ヤキ古窯跡群 阿三カムイヤキ 谷状地 中世（初） 陶質t器窯跡
表採
1984年発掘調査

19 アザマグスク（タニ） 阿三 丘駿 中世（初） タタキ石，須恵器 1984年中世城館報告，表採

20ヲ ネ ガン 喜念スーパテ 丘峻 中世 青磁，中国掏磁 1984年中冊城館報告，表採

21 フードグスク 阿権大当原 丘陸 中世 青磁，中国掏磁 1984年中枇城館報告，表採
I 

22 トラグ入ク 検福古里 丘陸地 1I 須恵器，青磁 1984年中世城館報店，表採

沖積地 表採年（悔伊抜仙70-lOOm) 
23 ミンツキ集落跡 伊仙 畑地

中世 須恵器，青磁 1978 町誌

24 妙蒻按司城跡 大字犬円布字明眼

25 あざま按司城跡 阿:字谷俣

26 恩納城跡 上面縄

27 喜念権現，新田神社 点「＇ A心 名勝史跡 賠利53年2月町指定

28 喜念浜砂丘 宦ロ A 心、
悔祈 名勝史枕 陪利153年2月町指定
砂丘

29 面縄古井戸 面縄 史跡 陪和53年2月町指定

~18~ 



番号 遺 跡 名 所 在 地 地形 時代 遺 物 等 備 考

93~30 蔵屋敷跡 面縄 史枕 昭利53年2月町指定

裔千穂神大 社31 T-, イゴの 木 面縄，高千穂神社 名勝史跡．植物
一ヽヽ I .. 

1978年伊仙町誌32面縄村外I6 5 上面縄 史跡
村戸長役場跡 昭利53年2月町指定

33検福穴八輻 灌福 名勝史跡 ， 

てんちゅうあもれ
34 仏説の地 史跡

（ナーマンソ~ウカナシ｝

35 高 倉伊仙1842 他造物 ， 
--

36 ガジュマル老木 伊仙小学校内 植物 ，， 

37 義名 l!J(I) 森 毅名山地［メ・ 名勝史梼 l1 

38 募地（ねーま遠留） 中山 史跡 ， 

39 裔 倉 阿三（永宅） 建造物 ,, 
--

40 明眼の森 犬l1l布 名勝史跡 ，， 

41 犬旧布岬 犬日布 名勝史跡 ,, 

42 賠 Ill(クラゴー） 小島 名勝史跡 ，， 

43 面縄第ー―貝塚 面縄兼久パル 砂丘 縄文（後） 喜徳ー式・ニ式，宇個上層式
骨器・貝器

1告98書211年昭発和掘， 1983年伊仙町埋文報
53年2月町指定

44 前泊西貝塚 酋犬田布 谷状地
弥生 チャート，弥生式士器 表採， • さんご礁

さんご礁 縄文（後）
爪形文士器・貝輪，市来式士器 1982年発掘， 1983年伊仙町坪文報45 面縄第 1貝塚 面縄兼久パル 鷹 I 
弥生式士器，人骨 告内11鮒和57年9月町指定

弥生（後）

46 ヤナギダ古窯址 阿三ヤナギダ 傾斜地 中泄 須恵竹陶器窯 昭利60年文化課ヨヲキ洞J尺調査{J)
折発見

47 勘 花 鹿浦勒花 台地 昭利63年農政関係分布調査

48 中山神社 中山 台地 中世 カムイヤキ 昭柑62年奄美分布調査

49 /-_ 水 留 甘手久 饂文土器 昭相63年農政関係分布調査

50 アジ 7 - B 犬用布 台地 中泄 青磁 昭利62年奄美分布調査
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第 N 章 ナーデン当遺跡の発掘調査

第1節調査の経過
今回の奄芙地区埋蔵文化財分布調査の実施要項には，田畑一筆ことの悉皆調査と共に必要に

応じて試掘調査を実施し，遺跡の精密な情報を得ることがうたわれている。徳之島におけるこ

れまでの調査は，海庁部分を中心に実施されてぎており，今回は海岸部分の遺跡との比較を行

うという意味から，徳之島町の内陸部に位設するナーデン当遺跡を選んで試掘調査を行うこと

にした。この地は国営畑かん事業区域内であり，埋蔵文化財の保護と畑かん事業の円滑な推進

を図るための資料を得る必要もあったので，緊急に対応することにした。

第2節 遺跡の位置及び環境

ナーデン当遺跡は，

鹿児島県大島郡徳之

島町諸田中代ナギタ

にある。徳之島の主

峰井之）II岳の裾部に

あたり，標品116m,

海岸からの距離 2.5

kmの内陸部に位置す

る。周辺の地形：ま起

伏の激しい丘陸が幾

つも続いており，ナ

ーデン当遺跡はその

中の 1つの丘陵上に

ある。南側には30m

の比晶差をもって井

之川が流れている。

遺跡地は現在サト

ウキビ畑として利用

されており，周辺の

傾斜地は常緑樹が生

い茂っている。

本遺跡は，地元の

町田進氏によって発

見され，採集された

0 250m 

I I I I I I 

第21図 ナーデン当遺跡周辺の地形図
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遺物は，徳之島町資料館に展示されている。

第3節調査の概要

調査ば畑地内に 2mX 2mのトレンチを 4カ所設定して行った。昭和30年代の開拓事業によ

り，削平され，赤士が露出している西側は除いた。畑のほぼ中央にある第 1トレンチは，包含

層がわずかに残っていた。北東側の第4トレンチは， II層の包含層がかなり厚く，谷部の方へ

低くなるにしたがって，包含層が良好に残っていると思われる。最も高い位置にある第 3トレ

ンチには，遺物包含層は認められないが，周辺の畑全体に多くの遺物が散布していることから，

m層に掘り込まれたなんらかの遺構が存在する可能性がある。これらのことから畑全体が遺跡

地の範囲であると考えられる。

--.111 

D 
2T 

昆
□

lT

T
 

ロ
4

ゞ ロ汀

第22図 トレンチ配置図
白 Om

第4節層位

第23図墓準層位

4本のトレンチのうち，完全な形で 6枚の地層が残っているト

レンチぱ 1本もなかった。第 2と第 4トレンチの層序を基準とし

て他のトレンチにも対比した。マージ以下の層位は確認していな

し'o

I : 耕作士。

II : 明褐色土。やや粘質を帯び， しまりがある。

遺物包含層である。

III a: 黄色粘質士。

IIIb: 黄色粘質十:,黒色の礫を多く含む。

III C : 黄色粘質土。 IIIaとの区別はつかない。

N : 赤褐色粘質士。マージ土である。
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第5節第1トレンチ

畑地のほぼ中央にあり，地表の標高は 116mである。削平が芳しく， II層は 2- 8 cmしか残

っていない。 III層上面で精査し， 18個のピ J 卜を検出した。埋士はIl層と全く同で‘，全ての

ピ゜ノトに違いはみられない。平面は円形をなし，直径10cm大が13個， 18cm大が5個確認された。

深さについては未調査である。地びは不揃いで，調査面積も小範囲のため，全体形状は不明で

ある。 l層.IT層から大量の遺物が出土した。

ll6.0m 

●土料

▲石怜怜

R 

．． 

．
 

．．
 
．
 

．
 ．
 
．
 
．．
 
．
 

．
 ．
 

.・ 
．．．． ． ． 

．． 
． ． 

.、.• ．． 
~ 

.. . -． 
巳

第24図 第 1トレンチ実測図

jl m 

第6節第2トレンチ

第 1トレンチから30m北側に第 2トレンチを

設定した。谷部の奥まった部分で，地表の標高

は115.55mを測る。 I層が24cmと厚<, II層の

包含層は削平され，全く残っていない。川層上

面でピソトを 1個検出した。検出面での直径は

24cmで，深さは30cmを澗る C N層のマージ土ま

では達していない。埋土は 3層に分けられる。

いちばん上の層でII層と同一の層がわずかに認

められる。まん中の層は， II層よりも黄色が強

い粘質土である。いちばん下が，茶褐色を星す

るやわらかい層である。床面に近いところで',

凹部を下にした凹石が水平に置かれていた。

確認できた遺構と遺物は，ピットと凹石だけ

で，耕作土中からも遺物は全く出士しなかった。

r~ 二二二伽
t し）＇

R 。゜

0
 
0
 
。
0

0

 C}
 

w
 

。

。

0

0

 

゜
。

庄 二亡」Im
第25図 第 1トレンチ遺構実測図

115.5m 

I 
Illa lllb 

-----me , --= --------------N 

◎ 

ヽ
巳

第26図 第2トレンチ実測図

11~ 
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第7節第3トレンチ

第 1トレンチから32m南側に第 3トレ

ンチを設定した。地表面の標高は116.5 

mを測り，この台地上では最も高位漑で

ある。 20cmほどで黄色粘質士の III層に達

した。 I層からは遺物が多く出土するが，

III料上面では全く遺構・遺物は検出され

なかった。

第 3トレンチから北西側及び南側は削

平が著し<' I]/曽の包含層にも影響を与

えていると考えられる。しかし，地表面

や耕作土中には多くの遺物が包蔵されて

いる。このようなごとから，当時の生活

面の範囲は台地全体に及び， III層に掘り

込まれたなんらかの遺構が存在する可能

性がある。

116.5m 

し三

｀ 
第27図 第 3トレンチ実測図

第8節第4トレンチ

第 1トレンチから14m北東に第

4トレンチを設定したe 地表面の

標高は115.54mを測る。 II層の包

合層は24cmと厚い。その下のIlla

層， [l]b層も他の位置に比べて1旱

＜堆積しており，東側に低くなる

にしたがって 1I層の包含層が良好

に残っていると思われる。

遺構らしぎものは確認でぎなか

ったが，遺物凩は第 1トレンチに

次いで多い。 189の片刃石斧は刃

部を上にして垂虹にたった状態で

検出された。

U
I
S
"
S
l
l
 

115.5m 

●土器

▲石諾
1w竺

!Ilb IV' 
---~ 

． . ． 
． ． ． 

． ． ． ． 

c'" 
． 
． ． 

第28図 第 4トレンチ実測図
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第9節遺物

1 土器

土竹］は表面採隼品も含めると総数2798点である。この内，各トレンチの表土層以外の層から

出土した特徴のある土料のみ76点を図示した。 r1縁部から底部まで続く完形品は 1点もなく，

全て小破片のみであり，全形を知ることは困難である。無文の士器と有文の土器があり，無文

の土料の方が圧倒的に多い。また，口縁部が多くみられるのに対し，底部は仝くみられないの

が大きな特徴である。

上(,ifは大きく分穎すると，有文と，無文に分けることがでぎる。しかし，この分類は小破片

のため， f,:;J今個体の巽なった部位を分けている可能性もあるが， ここでは便宜上分類する。

有文士照は陰刻して文様が描かれたものと，粘士を貼付けて文様にするもの (136) がある。

また，両方とも兼ね備えたもの (113)もある。陰刻して文様が描かれたものに，文様を施す道

具によってさらに，ヘラ状工具，半歓竹管，貝殻腹縁の 3通りに分けられる。

無文士賠は口縁部の形態によって，外反するものと，内湾するものとに分けられる。口縁部

が外反するものには，肥厄せず一定の摩さのもの，口縁部全体を肥麻させるもの，口唇部ド端

を間延びさせるもの， さらに肥厚部を湾張してて叉口縁状にするものがみられる。有文土器も，

形態的には口縁部が外反し，口唇部のおさめかたも無文土辟に似ており，両者の近似性が指摘

でぎる。

第4表土器観察表

番号 区層 色調 閤面調整 遺物No 備 考 番り 区層 色調 料面調整 遺物No 備 考

113 1-Il 灰赤褐色 30 紺方向0)隆帯と列点 131 1-Il 褐色 56 ヘラ状による交叉文

l 14 1~0 栴糾色 34 貝殻II及縁による列点 132 1-11 怜褐色 5 ヘラ状による交叉文

115 1-11 棺褐色 21 列点の下に交叉文 133 4-[] 褐色 ヘラ状による交叉文
I I -・-・-・'―→

116 1-1] 棺褐色 26 列点の下に交叉文 134 4-Il ヘラ状による交叉文

117 1--Il 柑色 4 ダrj点 135 4-Il 褐色 65 ヘラ状による交叉文

118 !-II 褐色 60 太めの列点 136 4-11 柑褐色 浮文による交叉文

119 1-ll 暗柁褐色 19 太めの列点 137 4-TI 杓褐色 薄く，肥I'{しない

120 1-TI 橙褐色 竹管；1人の太めの列点 138 4~11 橙褐色 78 肥Iばしない

121 4-TI 柑術色 列克 139 4-Il 淡ヽ棺褐色 肥Iばしない

122 4-11 棺糾色 列れ、 140 4-11 暗棺褐色 ミガキ II唇部が間延びする

123 4-11 賠杓褐色 貝殻腹縁による列内、 141 4-]J 柑褐色 屯耗が蒋しい

＇ 
124 4-Il 淡柁褐色 列点 142 1-11 淡褐色 32 肥I'{.せず強く外反

＇ 
’~ ~ 

125 4-TI 棺糾色 竹笠状の太めの列点 143 I-TI 梧褐色 ヘラナデ 45 肥厄せず強く外枚

＇ 
―+  

126 4-11 鈍棺褐色 列点 144 1-11 淡橙褐色 24 わずかに肥I~:

127 4-1] 摺衛色 列点 145 4-11 灰赤褐色 ［］柊部が尖る

128 1-II 棺衛色 54 貝殻股縁による列点 146 1-11 橙褐色 2 口唇卜端部が尖る
'-

129 4-11 褐色 貝殻腹柑による押if: 147 4-TI 淡褐色 肥厚せす強く外反
---

130 4-11 褐色 72 列点の下に交叉文 148 1-11 淡橙褐色 6 やや肥原する
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番乃 区榊 色調 翡面調愁 遺物No 備 考 番り 区層 色調 料面調整 遺物No 備 考

14 9 1~n 棺褐色 17 I肥/'/しない 169 I-TI 栢褐色 断面．．角形

150 I 1ーロ 杓褐色 48 肥l•iせず強く外反 170 1~n 杓松J色 37 悧面舟形

151 1-□ 12 171 1-Il 棺褐色 42 やや間延ひした肥I'/.
--- --

152 1-11 棺褐色 18 内I'/ 172 , 1 -Il 杓褐色 43 やや間延びした肥I'/
← -

153 ]~[] 褐色 28 1月I'/ 173 I 1 -II 棺褐色 16 浙面．．角形

154 1-0 棺褐色 RR料ド端部が間延び 174 4-Il 褐色 76 

155 4-1] m褐色 69 丸く肥l'iする 1 7ci 1-TI 褐色 23 断面・：角形

＇ 
← •. -~ 

156 1~u 棺褐色 22 「IHドタ温剖；を!El'/― 176 1-Il ャ})色 52 やや間延びした肥I'/

15 7 I-TI 棺褐色 58 丸く肥/'j.する 177 4 -Il 杓褐色 77 断面：．角形やや二又

158 1-ll 怜褐色 丸く肥/'{する 178 4 -Il 怜褐色 断面―．．角形やや＿．．叉

'. -----
159 J~Il 杓褐色 31 r1縁部令体を肥I'/ 179 1-Il 褐色 20 断面：．角形ややこ叉

＇ 
160 1~11 伶褐色 38 rl¥-位を折り返しぎみ 180 I-TI 柑褐色 33 断面―：角形やや．．叉

161 4-n 褐色 74 r 1 ttド端部を肥府 181 1-□ 杓褐色 39 突幣気昧になる

＇ 
162 4-ll 棺褐色 「IHド苅阻祁を肥I'/ 182 1-Il 褐色 I 13 断面：月形ややニー叉

,_ --

163 1-Il 相褐色 I I 1示下端部を肥1•1 183 3-Il 棺褐色 断面．角形やや―こ叉

164 i I -ll 棺褐色 IIH卜:,器：祁を肥I'/ 184 1-Il 栢褐色 29 断面：．角形やや．． こ叉

＇ 
165 Iーロ 褐色 53 11縁令体を肥I'/ 185 1-□ 枠褐色 61 突魯気昧になる

-- --

166 1-n 杓褐色 51 IJ奇吠令体を肥I'/ 186 1-Il 杓褐色 25 内湾

lfi 7 1-Il 杓褐色 40 屯耗が許しい 187 1-Il 杓褐色 I 内席

168 lーロ 棺褐色 14 断面・・角形 188 4-11 栢褐色 内高
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第30図土蒻実測図 (2)
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□ 72□/―(2. 攣恥
□ V,. B V.n ¥3ーr?.8-0. 

□9仄3□三
『cm

第31図土器実測図 (3)

2 石器

石は表面採集品も含めると総数 242点である。そのうち，人間の手が加わった石器は63点で

ある。ここでは各トレンチから出士した石斧.[1l]石・剥片の16点を図示した。

石斧は，石器全体の中で大半を占めている。打製のもの，打撃面を残しながら磨いて形を整

えたもの，全面磨製のものの 3通りがみられる。前 2者が両刃であるのに対し，全面磨製のも

のは片刃である。

201, 2021よ凹石である。両方とも曲面はきめ細かに磨かれている。中央の凹部は深くない。

201が両面とも凹部をもつのに対し， 202は片面のみである。

203, 2041よ剥片である。 203は母岩からとり出した剥片に両面から剥離を加え，円形に整え

ている。 204は表皮を剥ぎとり，打面を調整した後，剥離したものである。なお， 203・204の

表皮面はきめ細かに磨かれているが，人工によるものか，自然によるものか判断できない。
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第5表石器観察表

No. 僻種 トレンチ 層 長(cm)幅(cm)呼(cm)重(g) 材 質 遺物No. 備 考

189 石斧 1 II 9, 75 5 .1 2.3 191 堆積岩（凝灰岩質） 85 片刃．刃部を上にして垂直に出土

190 石斧 I 11 11 65 5.0 1.85 178 砂岩 27 

191 石斧 4 I 10. 65 4.9 2.5 205 頁柑

192 石斧 3 I 9. 5 4.2 1.8 134 砂岩

193 石斧 3 I (5. 65) 4.0 0.8 (39) 頁岩

194 石斧 3 I (6 .1) (2.4) (1. 3) (22) 砂岩

195 石斧 1 I (4. 6) (4.5) (1. 5) (45) 頁岩

196 石斧 I II (6.6) (3. 9) (1.2) (29) 砂岩 15 

197 石斧 I I (2. 7) (5.0) (0.9) (23) 砂岩

198 石斧 3 T (6 .1) (5.15) (2.6) (100) 貞岩

199 石斧 4 T (6 7) (6.2) (1.5) (100) 頁岩

200 石斧 1 I (10.5) (6. 65) 1. 9 (246) 砂岩

201 凹石 4 II 14 .1 8.9 5.4 1100 花商岩 82 

202 凹石 2 II 13. 6 10.8 5.5 1180 花尚岩 81 ピソト内出土

203 剥片 3 I 7 .1 7 .15 1. 9 136 砂岩

204 剃片 4 II 7. 9 8.6 3.2 232 砂岩 67 

第10節まとめ

徳之島では，これまで海岸部の遺跡しか調査されていなかったが，内陸部の遺跡に初めて確

認調査のメスを入れたことに，ナーデン当遺跡調査の意義がある。また， 16m'という狭い範囲

の調杏でありながら，多くの資料を得ることがでぎた。

本遺跡の土器は，口縁部の特徴から宇宿上層式の範麻に含まれる。これまでの宇宿上層式土

器は無文のものが多いが，本遺跡出土の土器は，頸部に文様を施すなど他の遺跡のものと大ぎ

な違いを示している。文様は列点の下に「X」を連ねて描かれているのが主流である。

字宿上層式士器は，これまで弥生時代のものと考えられていたが，近年，九州本島の縄文晩

期土器と宇宿上層式土器が共判している事例が増えているごとなどから，縄文晩期までさかの

ぼる可能性が指摘されている。 l:Uしかしながら，宇宿上層式土器がいつまで使用されていたか

という確かな証拠は現在のところ確認されていないところから，今後は，宇宿卜犀層式土悟を細

分し，時期的位潤づけをはっきりしていかなければならないと考える。

ナーデン当遺跡と類似した立地条件にある遺跡は，現在のところ伊仙町喜念上原遺跡が知ら

れ，士器もよく似ている。海岸部遺跡との違いは，貝類を全く出士しないことである。また，

発掘調査が行われている面縄貝塚，犬田布貝塚においては，磨石・凹石・敲石が石斧より量的

に多いのに対し，ナーデン当遺跡では石斧の方が圧倒的に多数を占める。このことは立地条件

の違いによって，主となる生業が異なっているためであると考える。

多くの資料を得ながらも，時期的な問題を始め，当時の生活の様子をありありと復元するに

は，まだ不明な点が多い。

（註）『第 2[い］鹿児島県考古学会，沖縄県考古学会合同研究会資料』 1988・10 
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ナーデン当遺跡
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あとがき

昭和62年度から奄美地区埋蔵文化財分布調査を開始することとなり，初年度は， 徳之島を調

査対象とし，昭和63年 2月22日から 3月10日まで分布調査 ・試掘確認調査を実施した。

分布調査は，そろそろハプが活動をはじめるから気をつけてという注意に，へっぴり腰でさ

とうきび畑や荒地を通り抜けて， さとうきびを植え付けたばかりの畑で表面採集をしたり，プ

ッシュ をかきわけて洞穴 ・岩陰に行き先人の頭骨と出会ったりした。

その結果，昭和59年度作成の遺跡地名表に新たに徳之島町で13箇所， 天城町で17箇所，伊仙

町で5箇所の遺跡が付け加えられた。その中には地元の研究者や担当職員が確認していた遺跡

も少なくない。

また，今回は表面調査だけでなく，内陸部にある数少ない遺跡として注目されているナーデ

ン当遺跡（徳之島町）の確認調査も実施した。

今回の調査は約 2週間であったが，これまで迫跡があまり確認されていなかった徳之島北部

においても相当数の遺跡が確認された。

本事業を実施するにあた っては，徳之島三町の教育委員会には案内，管内地図等の提供，小

字名の調査など多大な協力を得た。特に徳之島町では確認調査を実施したため，作業員の確保

・調査地の土地所有者との交渉など骨折りだったことと思う 。九州農政局徳之島開拓建設事業

所には現地案内等の協力を得た。また，徳之島町の徳富重成氏，町田進氏，伊仙町の義憲和氏

四本延宏氏には遺跡の案内等の協力を得た。まことに感謝する次第である。

最後に， さとうきび収穫期の忙しい中，発掘調査に従事していただいた地元の方々，文化課

収蔵庫で整理作業に従事していただいた方々，多くの人の協力がありました。氏名を記 して感

謝の意を表したい。

発掘作業員

徳富重成・山本スマ子

村上 ミツ ・中村 リカ

乾 吉江 • 宮上シゲ子

整理作業員

永野香代子・行船 順子
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